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インド人とのおつきあい
インド生活も慣れてくると、会社のインド人同僚や子どもの同級生たちとのおつきあ
いも増えてきます。文化や慣習が違う国で生活していると戸惑うこともあるかもしれま
せんが異文化を体験できる貴重なチャンスです。おつきあいの参考にしてください。

1. インド人のお宅に招待されたら…
招待された時間より5～ 10 分ほど遅めに行き、生花、お菓子、ドライフルーツ、チョ
コレートなどを手土産に持参するといいでしょう。

2. インド人を自宅へ招待する時は
インド人を自宅へ招待する場合は､ ベジかノンベジかはもちろん、宗教的嗜好も考慮
した料理を準備するようにしましょう。デリーなど都会の食生活は西洋化してきている
とはいえ、海外の料理に慣れてない方もいます。どの国の人であっても、食べ慣れ
ないもの、食べたことのないものに対しては気おくれしてしまうもの。インドでは魚な
どを生食する習慣がないため、和食でもてなす場合には、先方にたずねてみた方が
いいでしょう。

3. 結婚式に招待されたら…
インドの結婚式シーズンは 10月〜 2月です。結婚式に招待された時は、招待された
時間の 1～ 1.5 時間後から式が始まるため、ゆっくりでかけても大丈夫です。
結婚式のお祝いは、きれいなお札を飾りなどのついた封筒に入れお祝いを渡す人の
名前・住所を書いて渡します。 501，1001，2001 などのように１ルピーをプラスす
る慣習があります（あらかじめ１ルピーがついている封筒が売られています）。この
1ルピーは「幸運」を表すと言われたり、日本と同じように割り切れない数字にする
ためなど諸説あります。また、お祝いには銀製品や家庭用品なども喜ばれます。
新郎新婦が登場し着席したらお祝いを言いに壇上へ向かいましょう。写真撮影をして
いたら、華やかな花嫁さんと一緒に写真を撮ってもらいましょう。この時にお祝いも
本人に渡します。お祝いは新郎新婦の親族が一括管理していることが多いようです。

ヒンドゥー教の結婚式は、婚約式から始まる場合、数日に渡ることもあります（婚約
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7. ケガや病気の方へのお見舞い
日本と同じで、病気や怪我の程度、普段のつきあいの程度次第ですが、親しい友人や
知人が病気やケガをしたらお見舞いに行きます。退院して家でゆっくりしている時にフ
ルーツなどを持って会いに行くことが多いようです。

8. チップについて
レストランのチップは 5～ 10％位で充分です。レストランによっては、すでにサービ
スチャージとして支払いに加算されている場合もあります。また、市場などの荷物持ち
（クーリー）には 10 ルピー～のチップを渡しましょう。

9. 使用人とのおつきあい
使用人とは距離を保ち、雇い主としての毅然とした態度を取ることが必要です。慣れ
ない国での生活を支えてくれる使用人を頼りたくなる気持ちもわかりますが、使用人
は使用人です。働いてくれている感謝を忘れないことは大切ですが、一線を保つよう
にしましょう。

10. その他
ホーリーやディーワーリーには親しい人にドライフルーツや、お菓子、キッチンウェアー
などをプレゼントする慣習があります。また、雇っている使用人には 1ヶ月分のボー
ナスを、郵便配達人やごみ収集人など日頃世話になっている人たちにも心づけを渡し
ます（1人 100 ルピー～）。ボーナスや心づけを渡す日は、宗教によって異なる場合
があります（クリスチャンはクリスマスなど）。ヒンドゥー教以外の場合は、本人に確
認しましょう。
子どもを連れて歩いていると、インドの人たちが子どもの頬を触ってくることがあります。
最初は驚くかもしれませんが、これは彼らの親愛の表現です。かわいいと思ってのこ
とですので、怒らないようにしましょう。
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式と結婚式を分けて行うカップルもいます）。結婚式本番も夜遅くからスタートし、プー
ジャー（お祈りの儀式）などもあり、長丁場になります。新郎は早めに式場に入ってい
ますが、新婦が入場してマーラー（花輪）の交換が終わった後、食事が始まります。
食事をいただいたら頃合いを見計らって、招待者（花嫁もしくは花嫁の両親）に挨拶
をして帰ります。
他宗教の結婚式は、親族のみでお寺にて結婚式をした後、披露パーティを行います。
式での食事は、宗教によってベジ・ノンベジさまざまで、お酒は出ないことが多いようです。
また、ヒンドゥー教では赤色は花嫁の色ですので、当日のドレスやサリーは赤色を避
けるようにしましょう（花嫁さんより目立たないようにすることが基本です）。

4. 知人が亡くなったら…
親族や近しい友人でもないかぎり、服装は地味目であれば何色でもかまいません（白
は親族が着用します）。葬儀に参列すること自体が弔いの気持ちを表すことになるの
で、お供えやお香典の必要はありません。また、よほど親しい人でないかぎり火葬場
に同行することも不要です。

5. 誕生日のお祝い
主役がお菓子やケーキをふるまいます。学校では誕生日の子どもがキャンディーやチョ
コレートなどを配ることもあります。主役はケーキのクリームを顔に塗られることも！
おもしろいインド流のお祝いの仕方です。
また、子どもの誕生日には、学校のお友達を呼んで自宅でパーティをしたり、お店を
貸し切ってパーティをしたりします（パーティはアクティビティがたくさんある豪華なも
のも…）。招かれたらプレゼントを持参して行きます。主催者は、招待客がお祝いに
来てくれたことに対するお礼としてリターンギフトを準備します。お礼を準備するとい
う心遣いはちょっと日本に似ている気がします。

6. 出産祝い
出産祝いは、ベビー用品のセットやベビー服、ぬいぐるみなどを贈るといいでしょう。
お祝い金を渡す場合は、結婚式同様、1ルピーをつけることを忘れずに。赤ちゃんに初
めて会った時に、赤ちゃんの手にお札（500ルピー〜 額はつきあいの程度によります）
を握らせる…という慣習もあります。ムスリム（イスラム教徒）には、ぬいぐるみや人
形など人の形を想定させるものは渡さないようにしましょう。
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5. 代表的なスィーク教の祝日
グル・ナーナック・ジャヤンティー：スィーク教始祖の誕生日

6. 代表的なジャイナ教の祝日
マハヴィール・ジャヤンティー：ジャイナ教始祖の誕生日

7. 代表的な仏教の祝日
ブッダ・ジャヤンティー：仏陀の誕生日

8. 代表的なキリスト教の祝日
グッド・フライデー
サンクスギビングデー
クリスマス

【参考】
http://www.rudraksha-ratna.com/Hindu-festivals.html
http://www.infoplease.com/ipa/A0760942.html
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インドの祝日
インドの祝日は宗教・地域によって様々で、一年間のうち、日にちが変わらない祝日
はナショナルホリデーの 3日のみです。

1. お酒の販売が禁じられるドライデー
年に3日のNational Holiday （1/26共和国記念日、8/15独立記念日、10/2マハートマー・
ガーンディー誕生日）やGovernment Holiday はドライデーであることが多く、酒類の
販売、公共の場での飲酒は禁じられています（事前に新聞に予告が掲載されます）。

2. ナショナルホリデー（固定休日）
1/26リパブリック・デー：共和国記念日
8/15インディペンデンス・デー：独立記念日
10/2 ガーンディー・ジャヤンティー：マハートマー・ガーンディーの誕生日

3. 代表的なヒンドゥー教の祝日（日にちは年によって違います）
マハー　シヴラートリー：シヴァ神祭礼
ホーリー：色水・色粉をかけあって春を祝う祭
ラーム・ナヴミー：春の九夜祭礼ナヴラトリの最終夜、ラーマ神の生誕日
カーンワリヤー：シヴァ神のための巡礼
ラクシャー・バンダン（ラキ）：兄弟の健康長寿を願う日
ジャナマーシュトミー：クリシュナ神の生誕日
ダシャハラー：ラーマーヤナ叙事詩にのっとり１０日間続くお祭り
ドゥルガー・プージャー：ベンガル州最大のお祭り
ヴァールミーキ・ジャヤンティー：ラーマーヤナ著者の誕生日
カルワー・チャウト：ご主人の長寿を祈って断食する日
ディーワーリー：光のお祭り・お正月に匹敵するインド最大のおまつり

4. 代表的なイスラム教の祝日（日にちは年によって違います）
ムハッラム：イスラム教殉教者の追悼祭
ミーラード・ウンナヴィ：イスラム教祖モハメッドの誕生日
イードゥル・フィトル：イスラム教徒のお祭り「断食明け」
イード・アル・アドハー（イードゥル・ズハー）：イスラムの犠牲祭
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2. ダシャハラー　ヒンドゥー暦アーシュヴィン月（9～ 10月）の新月のころ
お馴染みのお祭りダシャハラーはラーマーヤ
ナという古代叙事詩にのっとり10日間にわ
たって行われます。アヨーディヤー国に生ま
れたラーマ王子（ヴィシュヌ神の７番目の化
身）が、王位継承の争いで国外を放浪、妻シー
タ、弟ラクシュマナとともに冒険の旅をするこ
と14 年、最終的に悪の代表ラーヴァナをラ
ンカー（現在のスリランカ）で倒したことに由来し、期間中毎日ラーマーヤナの劇が上
演されます。登場人物の中でも良く知られているのはハヌマーンという猿の神様です。

お祭りの最終夜には各地・各村の上演用広場に立てられたラーヴァナとその弟クンバ
カルナ、息子のインドラジット3人の張りぼて像にラーマ王子の放った火の矢があた
り、炎上します。ここで観衆は大喝采！！ （オールドデリーではラールキラー前、南デリー
ではムニルカー、グルガーオンの各アパートの広場などで行われています。）
この劇をラームリーラーと呼んでいて、インドの幼稚園などでもラームリーラー劇が
園児たちによって上演されます。

この 10日間は「菜食」期間。肉や魚を断つのはもちろん、タバコやお酒も控える人
がほとんどです。 
初日のプージャー（お祈り）の際、各家では植木鉢に「大麦」をまき、祭壇の前に
供えます。もちろんダシャハラーの間、毎朝のプージャーでお香をたき、花やお供え
物を欠かさず、もみを蒔いた植木鉢には水遣りを欠かしません。すると、ダシャハラー
の最終日にはびっしりと15センチくらいの苗に育ちます。信仰心の篤い人がいる家
では特によく育つと言われています。この鉢は最終日のプージャーが終わってからガ
ンジス川またはその支流（デリーの場合はヤムナー川）に流すか、お寺におさめに
行きます。 

また、ダシャハラー 8日目、アシュタミーの日は「カンジャク」という行事もあり、近
所の女の子を招いて9人の女神様に見立て、「お膳」でもてなしお小遣いを渡す習慣
もあります。「カンジャク」メニューも出身地により多少の差はありますが、チャナ豆
を塩・唐辛子・ダニアで炒めたもの、ご飯、プーリー（小さめのチャパティを揚げた
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インドのお祭り
ヒンドゥー教以外にも多くの宗教が混在するインドには、各宗教ごとに多くの祭りがあり
ます。どの宗教も人々の生活の一部となっているため、インドの人たちにとって祭りは
大変重要なものでもあります。ここでは代表的なヒンドゥー教のお祭りを紹介します。

1. ホーリー（色かけ祭り）ヒンドゥー暦ファルグナ月（3月）の満月の日
長かったデリーの冬も終わり、色とりどりの花が咲く
時期・春（ヒンドゥー暦でファルグナ月）の満月の日が
「ホーリー」のお祭です。北インド・パンジャーブ州
などの農村地帯ではこれからの豊作を祈り、野焼をす
る時期でもあります。 

地方によって違いはありますが、焚き火を囲んで人々
が集い、プージャー（お祈り）をし、その前後に無礼
講で「色水・色粉」をかけて祝います。もともとはクリシュナ神が悪魔・マドゥーをやっ
つけた事に由来すると言われるこのお祭は、満月の 10日前から祭事が始まり、満月
の日に終わります。 

男性が踊りながら各家を回り、年長者の足に額づき、顔に赤・黄のグラールと呼ばれ
る色粉をつけてから、無礼講でその場に集まった人たちに「色の洪水」を浴びせる
のが昔ながらのやり方。最近はもっぱら小さな風船に色水を入れて、木の上や屋根
の上から、下を通る人めがけて落としたり水鉄砲で色水をかけたり、色粉をかけあっ
たり…水や粉で顔や手足が真っ赤・緑・青・黄色…になっても怒れないのがホーリー
です。 
「洗っても落ちない」という色粉もあるので、参加するなら汚れても良い服で臨んでく
ださい。どさくさにまぎれて悪乗りのあまり、牛の糞が飛んでくることもあるので要注
意です（デリーでは当日午後 2時ごろまでには色水かけも終了します）。

イ
ン
ド
の
文
化
と
慣
習

CULTURE & TRADITION OF INDIACULTURE & TRADITION OF INDIA



163162

を渡す習慣もあり、使用人がこの時期に里帰りをする場合はお土産を持たせたり、家
事補助者にはサリーなど現物支給するお宅もあります。また、日本のお正月と同じよ
うに離れて住んでいる子どもや親戚が帰省する時期でもあり海外からインドに里帰り
するインド人も多いので、国際線も満席になることも…。

ディーワーリーは通常 5日間の行事です。 
◎第 1 日目はダンテーラス。「ダン」とは「富」、「テーラス」とは「13日目」。ディーワー
リー当日の二日前になります。ヒンドゥー歴アーシュヴィン月の 13日目にあたる日に
車や宝石など高価な買い物をしたり、結婚式の日取りを決めたり新しいことをはじめ
るのに吉祥な日とされています。新しい食器や鍋を買いに行く人が多く、金物屋さん
が賑わいます。ディーワーリーギフトとして食器や鍋類も人気の商品です。 

◎第 2 日目はチョーティー・ディーワーリー（小ディーワーリー）。この日は 3～ 4 個
のディーヤーを灯してディーワーリーの準備をします。 

◎第 3 日目がディーワーリー当日。ディーワーリーの日はビジネスは延期、一年のギャ
ンブル運を試すため、賭け事をする人もいます。ディーヤー（灯明）を灯し、ラクシュ
ミー女神やガネーシャ神へのプージャーを行います。夕方、プージャーが終わったら
食事をして、その後は頃合を見計らってみんなで外に繰り出し「花火大会」です。爆
竹を一晩中鳴らしたり、遅くまで賑わいます。

◎第 4 日目はバルワー。デリーでは4日目は特に何もしない人が多いですが、ラージャ
スターンなどクリシュナ信仰の盛んなところでは 4日目にゴーヴァルダン・プージャー
を行います。また、バルワーは夫婦の絆を祝う日もあります。

◎第５日目 がバイヤドゥージ。兄弟姉妹のためのお祭りで女の子はプージャーで兄弟
の健康と幸運をお祈りし、兄弟のおでこにティラクをつけ、甘いものを食べさせ、花
を捧げます。兄弟からはお返しにお小遣いやお菓子をもらいます。
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もの）、ハルワー（粗引きのセモリナ粉をたっぷりのギーで炒めて砂糖水を加え、甘
くしたもの）が小さなお皿に盛り付けられ、51、101といった吉祥数のお小遣いと共
に渡されます。女の子達は色んなお家を回って、カンジャクの接待にあずかり、お小
遣いを貯められる日でもあります。また、 ひとりだけ小さな男の子を入れてプージャー
をすると縁起が良いとされています。

3. ディーワーリー　ヒンドゥー暦（太陰暦）カルティック月の新月の日 
ディーパヴァリ＝ディーワーリー「光のお祭り」は 14 年間国外追放されていたラーマ
王子が、ラーヴァナを倒しアヨーディーヤー国に凱旋をした際に、人々が灯りをともし、
出迎えたことに由来するお祭りで、日本のお正月に匹敵するような一大行事として知
られています。 家々のまわりには素焼きのディーヤーという容器にギーを入れ、綿で
芯を作って火をともし飾ります。ディーヤーの灯によって、富と豊穣の女神ラクシュミー
を家に招き入れるのです。 

デリーではラクシュミー女神とガネーシャ神への
プージャー（お祈りの儀式）が行われます。各家で
ディーワーリーのための臨時祭壇が設けられ、お坊
さんやその家の年長者がプージャーを行います。 
お供えは果物、お菓子など、これもその家の出身
地方により、かなり異なります。祭壇に置く小さ
な屋根のついた素焼きの飾りをディーワーリーと
呼びます（ラクシュミー女神とガネーシャ神が奉ら
れているお社：写真右）。 

ディーワーリーを迎えるにあたり、ディーワーリー（お社）やプージャーに使うラクシュ
ミー女神・ガネーシャ神の像も毎年新しいものを買い求めるため、ディーワーリーの
前のマーケットはとても混み合います。家の大掃除や壁のペンキ塗り替え、服や靴な
ど様々なものを新しくするのが慣わしです。インドでは決算期でもあり、帳簿なども新
しくします。身の回りのものを新しくするのは、家を灯りで飾るのと同じように、心も
美しいもの・愛・平和で満たし、欲・怒り・エゴ・執着心を捨てて新しい自分に生ま
れ変わろうとするという意味があります。
「お年玉」感覚で、使用人やゴミ収集業者、郵便局員などに、ちょっとしたお小遣い
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紅茶についての基礎知識
インドは世界三大銘茶のひとつ「ダージリン紅茶」を世界に発信している世界有数の
紅茶生産国。インドにいると紅茶を飲む機会が増えることでしょう。ここでは、インド
在住の方々にぜひ知っておいて欲しい「紅茶についての基礎知識」をまとめました。
紅茶の楽しみ方も色々あります。インドにいる間に、たくさんの紅茶を味わってみてく
ださい。

1. 紅茶の歴史
ヨーロッパでの茶の歴史は、17 世紀ころからオランダの貴族社会から始まり、後にイ
ギリスの貴族社会へと広まっていきました。はじめは緑茶が多く飲まれていましたが、
18 世紀半ばになると紅茶が主流になっていきました。当時、茶は非常に高価なもの
で、茶ひと握りと銀ひと握りが、同等の価値と言われるほど。紅茶をたしなめるのは
王侯貴族が中心で、紅茶と富裕層の象徴である砂糖をたっぷり用いた “アフタヌーン
ティー ”は、権力の証とされていました。

（1）インドの紅茶の歴史
19 世紀はじめ、イギリスは中国から紅茶を銀と交換する形で輸入していましたが、
次第にイギリスでの銀が枯渇していきました。高価な紅茶を中国を介さず手に入れら
れないかと試行錯誤していた時、当時イギリスの植民地下であったインド・アッサム
で東インド会社の軍隊の一員が茶の木を発見したのです。この頃からインドでの茶の
栽培が始められました。しかし、イギリスが中国から輸入していた紅茶は、繊細な中
国種の木から作られたもので、インドに自生していた肉厚の葉を持つアッサム種とは
違うものでした。そこでイギリス政府は、中国へプラントハンターを送り込み、中国
から茶の木を持ち出すことに成功しました。そしてその木を植えたのが、ダージリン
でした。1840 年代、世界三大銘茶と呼ばれるまでに茶栽培に成功したダージリン紅
茶の歴史が始まりました。

2. 茶の木
茶の木は、ツバキ科のカメリア・シネンシスと呼ばれる品種で、大きく分けて中国種とアッ
サム種に分けられ、世界にその 2種類しかありません。日本を含めた世界中で栽培さ
れている茶の木は、この２種類のうちのどちらかを、栽培する茶の用途や土地の性質に
よって品種改良されたものです。興味深いことに、世界中のすべての茶の先祖は、中国
種かアッサム種にたどり着きます。
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4.ドゥルガー・プージャー　ベンガル地方最大のお祭り　時期はダシャハラーと重複 
前述（2. ダシャハラー）のラーマ王子
はドゥルガー女神を信仰していて、ラン
カーで悪魔ラーヴァナと戦った際にもドゥ
ルガー女神に祈りを捧げていたとのこと。
ベンガル地方やベンガル出身者の多い地
域ではドゥルガー女神が水牛の姿をした
悪魔マヒシャー・アスラを殺した日として
ドゥルガー・プージャーが行われます。 
それぞれのコミュニティが準備するドゥルガー女神の祭壇は派手派手で規模も大きく、
ドゥルガー・プージャー会場巡りも楽しみのひとつ。 

その前の 9日間にはナヴァラートリー（9日続く夜、の意）という前夜祭が行われ、ドゥ
ルガー、サラースワティー、ラクシュミーなどの女神達に祈りが捧げられます。最終日
の 10日目には、祭壇に飾られていたドゥルガーの像を町中引き回し、ガンジス川（デ
リーではガンジス川の支流、ヤムナー川）に流して祭りを締めくくります。 デリーではチッ
タランジャンパークに沢山のドゥルガー・プージャー会場が出現します。

インドでしか体験できないお祭りの数々、ぜひお楽しみください。
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4. 紅茶の産地と特徴 
世界に世界三大銘茶（ダージリン、キームン、ウヴァ）があるように、紅茶の国イン
ドにもインド三大銘茶（ダージリン、アッサム、ニルギリ）があります。紅茶は産地
と茶摘みの時期によって様々な味と香りを楽しめます。紅茶の国インドにいるのです
から、ワインのように、季節や産地、茶園やグレードなど色々な違いを楽しみながら、
紅茶を選んで飲んでみてください。ブレンドを飲むよりも茶園ものを飲み比べると作
り手の味の違いがよくわかります。ダージリンに限ってはそのブランド力から生産量を
超えたダージリンティーが出回っていますので、インド
紅茶局の認定マークがあることを確認して購入すること
をおすすめします。

紅茶を楽しむには、どんな紅茶が飲みたいかによってお茶を選ぶことが大切です。ス
トレートならダージリン、濃い紅茶や煮出したい時には粒状の茶葉のアッサムの CTC
（クラッシュ・ティア・カール）、ハーブとブレンドしたい時は緑茶かニルギリ紅茶など、
場面によってお茶を変えて楽しんでみましょう。

 （1）ダージリン（ストレートティー向き）
ダージリン紅茶にはクウォリティーシーズン（上質な紅茶が摘まれる時期）が年 3シー
ズン（ファーストフラッシュ、セカンドフラッシュ、オータムナル）あります。12月か
ら冬眠していた茶の木が一気に芽吹く3月、ファーストフラッシュの始まりです。4月
下旬、茶の木は春眠に入り芽吹かなくなります。5月初旬、ベンガル湾から雷を伴っ
た季節風がダージリンに大雨をもたらします。この大雨がダージリンの地名の由来で、
チベット語の「ドルジェリン・雷電の地」が英語に訛ったものと言われています。大
雨が過ぎ去った後、ダージリンに夏が訪れます。セカンドフラッシュの始まりです。森
からは子どもを連れたキツネが姿をあらわしたり、鳥たちが茶畑を飛び回り、生命の
息吹を感じさせる季節です。この時期に、ダージリンが世界に名を馳せる「マスカテー
ル」が栽培されます。8月、モンスーンを迎え、9月中旬にセカンドサマーを終えると、
いよいよオータムナルの季節です。一年の集大成とも言えるこの季節は、深い甘味の
ある紅茶が作られます。そして12月初旬、茶摘みが終わり、翌年 3月まで土作に専
念します。
●代表的なダージリンの茶園：マカイバリ、セリンボン、オカイティー

 

各産地の認定マーク
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（1）茶の七変化
茶の木から摘まれる葉は、製茶工程での発酵度の違いによって大きく分けて3種類
の茶に作り出されます。発酵をさせない（無発酵）のが緑茶、全て発酵させる（全
発酵）のが紅茶、そして半分だけ発酵させる（半発酵）のがウーロン茶です。

（2）紅茶に適した地
紅茶の品質は、茶の木の品種だけでなくワインのテロワール（地理、地勢、気候条件）
と同じように、栽培場所の傾斜や日射条件、さらには茶の木が、周りの動植物や近く
に住む人間と調和が保たれているのか、も品質を左右する重要な点になります。また
世界的に見て標高 1300m ~ 1500m に、世界に名を馳せる紅茶園が多く位置すること
から、茶栽培の好条件の標高として“紅茶ベルト”と呼ばれています。この標高下では、
朝夕の寒暖差で発生した霧が茶の木を包み適度な湿気を与え、また日中の高温が茶
の木の生育を促します。

3. インド人の紅茶の楽しみ方
紅茶の国インド。北から南まで、また各家庭によって様々なレシピでインドの人たち
は紅茶を楽しんでいます。一般的には、紅茶をミルクと一緒に煮出して砂糖をたっぷ
り入れた甘いチャイ（インディアンチャイ）が基本ですが、嗜好や体調、季節の違い
により香辛料を使い分けし、家庭の味を楽しんでいます。都市部では陶器のティーカッ
プでチャイが振る舞われますが、農村へ行くと小さな素焼きのカップにチャイが出さ
れます。飲み終わると、その場でカップを地面に叩きつけて割ります。紅茶の産地ダー
ジリンではストレートティーが基本で、昔は塩を入れて飲んでいました。南部ではチャ
イではなくコーヒー文化になりますが、その中でも紅茶の産地ニルギリでは、紅茶を
煮出した後にミルクを注ぐチャイです。カシミール地方では、サフランやアーモンド
を煮出し、はちみつで甘味をつけるカワティーが主流です。アイスティーはこの 10 年
くらいで新しく仲間入りしたメニューです。アーユルヴェーダの健康法で冷たいもの
を避けたり、新鮮な氷が手に入らなかったインドの人にとって、アイスティーは新し
い紅茶文化なのです。
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れる小さく丸められた煮出し向きの茶葉です。オーソドックス（リーフティー）を作っ
ている茶園はごく僅かに限られます。
●代表的なアッサムの茶園：ハルマリ、ジャリンガ、メレン

（3）ニルギリ（ストレート、アイスティー、レモンティー、ミルクティー向け）
インド南部、タミルナドゥー州にあるニルギリ。地名の由来「青い山脈」の通り、な
だらかな山々が連なり、あたり一面に茶畑が広がっています。地理的にスリランカに
近いため、スリランカの紅茶に似た、マイルドでキャラクターを主張しない味が特徴。
タンニン量が少ないので、アイスティーに向いています。また、ハーブやフレーバー
ティー、その他の茶とブレンドする時のベースの紅茶として重宝します。茶摘みは通
年で行われていて、クウォリティーシーズンは 1～ 2月。品種は、アッサム種と中国
種の掛け合わせです。
●代表的なニルギリの茶園：チャムラージ、コーラクンダ、グレンデール

5. 美味しい紅茶の入れ方
紅茶の味は、水の種類と淹れ方で変わります。スタンダードにお湯で、手軽に水出し、
ミルクと一緒に煮出して…。美味しい淹れ方をマスターしていろいろな紅茶を楽しみ
ましょう。

（1）最高級のリーフティーの入れ方（2 カップ用）
【用意するもの】
ティーポット2つ、ティーカップ 2つ、茶こし、タイマー、ティーコージ、紅茶の茶葉
5g、熱湯 550cc、茶器温め用の熱湯
①全ての茶器を温めます。紅茶は温度の変化を嫌うため、一定の温度を保つよう注意
します。

②550cc の水を沸かし、温めておいたポットに茶葉5gを入れ、沸騰した湯を注ぐ。
　お湯は必ず沸騰させてください。沸騰させすぎると酸素がなくなるので、ぶくぶく
と泡がたったらすぐに止めること。水はくみたての ROの浄水か、ボトルウォーター
（Kinley がおすすめ）を振って空気を水に含ませてからお湯をわかします。ミネラル
分の多い水だと紅茶のタンニンと水のミネラルが結合し油膜が張り、味も見た目も悪
い紅茶になります。一番のおすすめはホーローのやかんでお湯を沸かすことですが、
ステンレスでも大丈夫です。
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【ファーストフラッシュ：3 月半ば～ 4 月下旬】
緑茶のような若い爽やかな味が特徴。ヨーロッパでは大変人気の高い紅茶です。ダー
ジリンの一番茶「DJ-1・初摘み紅茶」は、紅茶のボジョレーヌーボーで、毎年各茶
園から限定物として出荷され、世界中から注文が殺到する希少価値の高い紅茶です。
DJとはダージリン、1とは出荷番号を意味し、出荷番号は秋の終わりには 400 番台
にもなります。また、お酒の席の口直しにも向いていて、パーティーの終わりにファー
ストフラッシュをお出しするのもいいでしょう。

【セカンドフラッシュ：5 月初旬～ 9 月初旬】
ダージリン紅茶と言えばセカンドフラッシュ・マスカテール。
一年のうちで数週間しか多く飛来しない虫（グリーンフライ）が葉の汁をかじり、そ
の部分が自然発酵を起こし、製茶の工程でマスカテールの香りを醸し出すと言われる、
伝統的なダージリン紅茶の作り方です。このマスカテールの由来は、Muskadet から
来ていて、ジャコウジカのジャコウ腺から得られる分泌物を乾燥させた香料・Musuk
に由来します。まさに自然との調和のもとに作られる期間限定の紅茶で、さらには有
機栽培を行っている茶園のみが作ることのできる自然からの贈り物なのです。ぜひ一
度、本物のマスカテールをお楽しみください。

【オータムナル：9 月中旬～ 12 月初旬】
「紅茶の貴婦人」とも称される秋摘み紅茶。ダージリン紅茶の一年の集大成を迎える
この時期は、水色が濃く、深みのある甘味を持つ紅茶になります。心を落ち着かせ
たい時に、ゆっくり楽しみたい紅茶です。

（2）アッサム（ストレート、ミルクティー、レモンティー、チャイ向け）
アッサム紅茶は、インドに自生していたインド原産の茶の木から作られます。肉厚で
大きな葉が特徴。グレードの高い紅茶ほど中国茶のような味わいがあります。高級な
アッサム紅茶（リーフ）の特徴は、セカンドフラッシュの中でも特に 5～ 6月のアーリー
サマー摘みと呼ばれる時期だけに、黄金色の葉の汁の色を出すことです。これがゴー
ルデンティップスと呼ばれる由来です。セカンドフラッシュでも、この時期を過ぎると
葉の汁の色がシルバー色になります。このゴールデンティップスは、黒糖のようなコ
クを出し、これがまさに最高級のアッサム紅茶の証です。インドで消費される紅茶の
ほとんどがアッサム紅茶で、その 9割が CTC（クラッシュ・ティア・カール）と呼ば
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が大切ですので、ティーポットを使いティーコージを被せて蒸らすと、美味しい紅茶
が楽しめます。

（4）水出し
アイスティーがうまくできない、もっと手軽に紅茶を飲みたいという方には水出しとい
う方法もあります。Kinley 1リットルに対し、茶葉 10gを入れて、8時間ほど冷蔵庫
に入れて水出しをしてから、茶こしで茶葉を濾して飲む、または、茶葉をお茶パック
に入れ、水を入れた冷水ボトルに入れて冷蔵庫へ。手軽にアイスティーが楽しめます。
茶葉を直接入れた場合、1時間毎に茶葉を泳がせるとより香りが高まります。アッサ
ムなどタンニンが多い紅茶は濁ることがあります。

6. 紅茶にあわせるならこんなお菓子
紅茶にあうのは洋菓子だけではありません。産地別に様々な味と香りが楽しめる紅茶
にあわせるおすすめのお菓子を紹介します。
●ダージリン：すっきりとした味わいのダージリンティーには、羊羹、どら焼きなど餡子
物の和菓子が合います。夕食やお酒の後はさわやかな香りのファーストフラッシュが
おすすめです。

●アッサム：しっかりと濃い味のアッサムティーには、ケーキやチョコレート、クリーム
系の洋菓子が合います。こってりとした洋菓子にアッサムティーの渋みがマッチします。

●ニルギリ : さっぱりしているニルギリティーには、軽めのクッキーなどのお菓子をどうぞ。

7. 紅茶の保管方法
紅茶の保管には、光、湿気、空気を避けることが一番大事です。冷蔵庫や冷凍庫は
湿気が多いため適していません。缶での保管は、茶葉とフタの間に空間が出て酸化
が起きてしまいます。茶葉がもともと入っていたアルミニウムの袋に入れたまま、上
部を丸めるなどしてなるべく茶葉が空気に触れないようにし、クリップでとめて缶に入
れるのがベスト。または遮光性のチャック付きプラスティックバッグに入れるのもいい
でしょう。お茶も生きているので完全な真空にはしない方がいいです。もし紅茶を冷
蔵庫などに入れてしまった場合は、結露したり湿気がたまらないよう常温に戻してか
ら開けるようにしましょう。
日本では賞味期限は 3年と言われていますが、お茶の作りがしっかりしていれば 10 年
ほどもちます。1年たつと香りが徐々に和らいでいきますが、味に深みと甘みを増します。
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③タイマーを使って6分蒸らします。蒸らし時間はお好みで調整してください。ティーコー
ジをかぶせ、温度の変化を防ぐと、紅茶の持っている素晴らしい香りと味を引き出す
ことができます。

④温めておいたもう1つのポットへ茶こしを使って一気に紅茶を移します。ティーポット
の中に残った紅茶が濃くなりすぎる事を防ぎます。

⑤ティーカップに注いでできあがり。紅茶はラストドロップがおいしいと言われている
ので、最後の一滴まで注ぎましょう。はじめは香りと水色（すいしょく）を、次に味
を楽しみます。紅茶は空間も含めて楽しむものなので、茶器なども揃えるとより楽し
みが増えます。

（2）チャイ
【用意するもの】
鍋、カップ、茶こし、タイマー、茶葉（CTC）4g、水 150cc、牛乳 150cc、しょうが
4g、カルダモン1ティースプーン、チャイマサラ*1ティースプーン
※チャイマサラはマーケットでも売っていますが、ご自分で作る時は、カルダモン、シナモン、
ブラックペッパー、クローブ、ジンジャーパウダーをお好みの量で調合すると美味しくなります。
特に冬場は身体を温めるためにスパイスを多めに入れる傾向があるようです。

①チャイの決め手は新鮮な香辛料（マサラ）。しょうが、カルダモンをグラインダーま
たはすり鉢で潰します。

②水+カルダモン+しょうが+チャイマサラを鍋に入れて沸騰後弱火にし、鍋の蓋を
外した状態で1分 30秒煮込む。

③②に茶葉を入れて更に30秒煮込む。
④③に牛乳を入れ、蓋をして中火で沸騰させる。沸騰後、弱火にし、蓋を取った状態
で2分煮込む。沸騰の泡ができ上がったら、鍋を上下させて調整する。

⑤茶こしでこし、カップに注ぎ、最後に飾り用のマサラをひとつまみふりかけてできあがり。
チャイほど各家庭によってレシピが違うものはありません。インドの家庭では体調や
季節によってレシピが変わります。ご自身の好みで、レシピを調整してください。

（3）ティーバッグの入れ方
ティーバッグとお湯、どちらを先にいれるかは好みですが、茶葉をジャンピングさせ
るという意味では、ティーバッグを先にいれることをおすすめします。ソーサーで蓋
をして蒸らしたりする方もいます。ティーバッグの場合でもお湯の温度を下げないこと
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